





































































































































































































































?????????????、????????? 。 ??????? ??




























































































































#辮識戸燕………卿…′ ???．｜ 』?ー? ??｛》???
?????





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































、 t ＃:5-9.‐, :画恐ざ？ 画
鱒
燕
溌
溌
蕊
蕊
篭
醗
蕊
蕊
蕊
溌
篭
画
F
,
冒
曝
壹
昌
兼
乃
，
,
司
丞
,
妄
.
.
･
･
ヨー
壹
費
号
_
,
歪
?
?
?
‐
匝
珂
'
百
扉
1
F
ー|
Qu
iC
ll
”'
el
l…
11
1P
re
vP
o9
el
lN
ex
tP
…l
lP
ri
nt
ll
Zc
oR
In
ll
Zo
on
唖j
tl
l忘
麹
?
?
?
?
?
?
‐
‐
‐
?
．
?
ー
‐
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
．
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
‐
‐
?
?
ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
.
‐
‐
一
-
Ⅱ
?
?
??
?
?
?
?
?
?
I
蝿
;
零
弓
K
…
／
一
望
I
、
:
シ
ダ
／
一
｜
》
｜
?
?
〆
懲
忽
/
〃
Z
ど
く
■
■
■
■
■
■
■
図
7
手
書
き
文
字
列
検
索
シ
ス
テ
ム
の
検
索
例
（
｢
や
う
や
う
｣
）
計算機で写本版本を読む（北村）
に渡して,viewerは文字列マッチした行を先頭行として表示する。図7では，
「やうやう」を検索し（右上のウィンドウ),viewerはマッチした行を先頭に
して表示している（左のウィンドウ)。
内部的な話に少し触れておくと，イメージデータとテキストデータ間の同じ
箇所を示す単位を，簡単のために行単位とした。行単位の対応は，例えば翻刻
する時にテキストの行をイメージデータに合わせて改行することで，容易に採
取できる。既にテキストデータが存在する場合にも，イメージデータの行に合
わせて切っていく作業は比較的負担が軽い。実際問題として，この例の文字列
検索のように行単位の対応だけ，またはもっと粗くページ単位の対応だけでも
有効な使い方もあると思われる。対応の単位については，テキストデータの構
文情報などの利用を考えるとある程度文法的に明確な単位が好ましく，ほぼ文
節程度が妥当と考えている。作品ごとに文節単位の対応を人手で付けるのは現
実的ではないので，平仮名と典型的な漢字だけを拾って手書き文字認識を行い，
認識できた文字だけを頼りにテキストとの関係を自動的に対応付ける研究を計
画している。
6．おわりに
イメージデータとテキストデータの両者の持つ情報を補完しながら利用する，
また計算機のインタフェースとしてイメージデータを使うという考え方を述べ
た。この考え方で具体的に何ができるのかを紹介した。さらに，インタフェー
スとしてイメージデータを使う例として，単純な文字列検索を試作した報告を
行った。これは，考え方の有効性を確認するための単純な試作である。研究に
供することのできるものとして，次に手書きKWICの開発に取り組んでいる。
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イメージデータとテキストデータの両方を使うといっても，完壁なテキスト
が不可決な前提とは考えていない（完壁なテキストがあるということは研究は
終わっているという説もあるようだ)。例えば次のような状況での利用を考え
ている。
・未決定の文字はテキストの方にワイルドカードを埋め込んでおくなど，あい
まい検索の技術により（研究途中の）不完全なテキストでも役立つ
・一文字誤り／二文字誤りなど検索時のあいまい検索の技術により他の人が翻
刻したテキストデータでも役立つ
一方，自分用のテキストデータの作成を動機付ける次のような意味も持ち得
るであろう。
。テキスト作成の支援に魅力があれば翻刻というプロセスで個人の研究活動の
一部としてテキストデータは自然に作られる
・分析で得られる恩恵が大きければ，分析だけを目的にしてもテキストデータ
は作られる
計算機のインタフェースとして，テキストデータを強制されることなく，直
接イメージデータを使う話をした。これは見方を変えると，テキストデータは
あくまでも計算機処理のためのデータ形式（計算機の内部表現）に過ぎないと
いう考え方も可能であり，計算機の分野でも新しい発想である。この考え方は，
国文学だけに限らず写本版本を研究する分野で共通に使えるものであり，新し
い計算機科学の基礎作りに役立つことを期待している。
本稿の中でも触れたが，平仮名と典型的な漢字の手書き文字認識（これが，
まさに「計算機が写本版本を読む」である)，古語辞書を使った自動分かち書
きの研究，実験を計画している。
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計算機で写本版本を読む（北村）
最後に，本稿で紹介したttermはフリーソフトウェアとしての配布を計画し
ている。
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